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日本昆虫学会大会の甲虫に関する小集会の開催について

1993年度の第53回日本甲虫学会大会は4 月3 日 (土) から6 日 (火) まで松本市の信州大学で開

催されますが、第2 日目 (4 日) が第3 日目 (5 日) に甲虫に関する'」、集会が開催される予定です。
1992年度と同様、 日本華肖翅学会と共催で、 この小集会は開催されますので、同大会にご参加の会員

はこのノ」、集会にもご出席下さいますよう、予じめご案内申しあげます。

〔新刊紹介〕

ウラジミー ル スヴィラ著 旧北区東部の l schnomera 属力ミキリモドキの再検討

vladimir ySVIHLA ; Revision of Ischnomera species f rom the eastern Palearct ic (ColeoPtera,

Oedemer idae) ; Acta Entomol. Bohemos1ov. , 89 : 35-46,  f l9s.  1-17,  1992

ユーラシア大陸の中近東を含む東部に分布する、 筆者の考えるI schnome ra属に含められるカ ミ キ

リモドキの分類学的再検討であり、11種3 亜種を取扱っている。 ヨーロッパ各国の著名な博物館に

所蔵されている多くのタイプ他の標本を研究しているので信頼出来るのではないかと思われる。 先

ず、地域的に分けて日本・ 朝鮮半島・ 台湾・ 中国 (雲南) ・ 東シベリア・ アムール ' ウスリー ' サ

ガレンで1 区分、中央アジアとヒマラヤで1 区分として、それぞれ検索表で種を識別出来るように

し、 さらに、 系統的に の交尾器、前胸背の凹み、上翅の縦隆と翅端の形状等によって、本属の種
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を4群と系 解 とに分っている。また、本研究で4種1.配を新しく記載している。以下に種

群別に本属のアジア産種を 覧表にして、ご参考に資したい。 末尾にヨーロッパ産の3 種の新分布

地を記録している。  ( * 新分布)

1. IschnoEera cyanea (F. ) group

7a. nigrocyanea nigrocyanea (LEWIa, 18950 Ascleraから新しく移す。日本。 アオグロカ

ミキリモドキ

7b. nigroeyanea koreafn FLBISCHER, l919 新しく亜種とする。南朝鮮。

8. part i t ipemis (FAIRMAIRB. 1892) 南東トルコ、北イラク、北西イラン。

9. persica sp n.  イラン。

I[. Ischnonera hauseri (HEn ) group

l3. abdominal is (HEYDEN. l887)  Ascleraから新しく移す。ウスリー、サガレン、東i t中国、

日本。

14. apicipennis sp n.  南カザフスタン。

l 5。 dani levski j i sp n. タジクスタン。

.
、''

、 _
主

、l 6. dzhungar ica Sl lHLA. l98e 南東カザフスタン、 国Ia中国、西モンゴル。

17a.  hauseri hauser i (HEYDEN, l887)  ウズペクスタン、 タジクスタン、南東カザフスタン。

l7b. hauser i bi lyi ssp n. ウズペクスタン。

17c. hauseri ferganica ssp n. キルギス。

19. semif lavaRBIT'「ER, l891  ウズベクスタン、南東カザフスタン、北西中

]I[. Ischno1uera sanguinicol l is (F ) group

24. lutescens aBEILLEDe PBRRIN, 1892) 南トルコ。

IV:. lschnomera coerulea a ) group

Systemtic posit ion mcertain
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28. girardi sp n.  中国 (北西雲南) o

30. taiwana sp n. 台湾。

番号の抜けているものはョー ロツパ産等本文で扱っていないもの。 なお新しく付したラテン種名

の意味 ・ 由来を述べているのは親切だろう。

_
標 本 の 交 換 依

(林 匡 夫.)

安 藤 清 志

今秋、研究のためパリ自然.史博物館を訪間 したところ、研究員より日本産及び東南アジア産の小

j職類を交換したい旨の依頼を受けました。 筆者は1戰については門外漢ですので、 興味をお持ちの方

は下記のパリ自然史博物館またはプライベートアドレスへご連絡をお願い致します。 尚、英語でも

可能だと思いますが、連絡はできるだけ仏語にして頂いたほうが良いようですo

French lepidopterist interested in Pterophor idae would l ike to exchan9e European spe-

cies for Japanese and Or iental ones.

交換希望者氏名及び住所 :
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新 入 会 員

住 所 変 更

退 会
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G. Lew i s  顕彰協資金の剰余金についての収支報告書

先にご報告いたしま した収支報告書の剰余金の使途につきま して、 下記のとおり再度ご報告申し

上げます。

収 入 の 部

ギルバート女史歓迎懇親会会費

協 賛 金 剰 余 金

計

支 出 の 部

収支報告書他発送郵便代

ギルバート女史宿泊費 (宝塚ホテル払い)

ギルバート女史歓迎懇親会費用 (同 上)

ギルバート女史に対す るお十産

(真珠ネックレス阪神百貨店払い)

雑 費

計

差引不足金 (日本甲虫学会負担金)

80, 000円

187, 810

267, 810

9, 501 円

55. 899

125, 228

86, 108

2,884 ll

279,620
_

11,8102)
=

1)  ルイス・ レリー フ贈呈の目録ほか。

2)  顕彰協賛金をいただいた方々 にお送りしました「ルイスの日本産甲虫類ガタログ」のコピーは

元動務先の会社の機器を利用して作製いたしましたので、 1 枚につき10円、計21,590円をコピ

ー代と して先の収支報告書の中でいただき、 これをすべて日本甲虫学会の会計へ雑収入として

納めましたので、その中からの一部として日本甲虫学会より支出いたしました。
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